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一
番
茶
の
茶
摘
み
体
験

５
月
26
日
、
富
士
川
農
林
学
校
い
な
か
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、

古
関
丸
畑
地
区
に
お
い
て
「
茶
摘
み
体
験
」
を
実
施
、
約
50
人
の
夫
婦
や
親

子
連
れ
な
ど
が
参
加
し
、
約
２
㎏
（
一
人
当
た
り
）
の
新
芽
の
生
茶
葉
を
摘

み
取
り
ま
し
た
。

地上デジタル放送・身延中継局から放送開始………………２

不法投棄や野焼きの禁止………………………………………３

町民予算提案事業☆ソフトボール教室 …………………… 16

特
　
集

人口と世帯
平成19年６月１日現在
（ ）内前月比

人口
16,205人
（-29） 男

7,717人
（-1） 女

8,488人
（-28） 世帯

6,297世帯
（+3）
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土
橋
さ
ん
は
、
下
部
町
議
会
議

員
を
４
期
16
年
間
務
め
、
そ
の
間

に
議
長
や
県
議
長
会
会
長
を
歴
任

し
、
そ
の
後
下
部
町
第
９
代
町
長

に
就
任
、
２
期
８
年
間
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
し
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
叙
勲

と
な
り
ま
し
た
。

町
長
就
任
後
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｔ
の
開

局
を
は
じ
め
、
町
営
診
療
所
や
保

健
セ
ン
タ
ー
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
）
等
を
建
設
し
、
過
疎
脱

却
に
向
け
た
住
み
よ
い
町
づ
く
り

の
た
め
に
尽
力
。
ま
た
ホ
タ
ル
全

国
サ
ミ
ッ
ト
の
発
足
・
開
催
や
、

甲
斐
黄
金
村
湯
之
奥
金
山
資
料
館

を
建
設
す
る
な
ど
、
学
術
文
化
や

観
光
振
興
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
今
回
の
受
章
は
「
地
域
住
民

の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
功
績
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

望
月
さ
ん
は
、
峡
南
地
域
の
小

中
学
校
の
教
諭
、
教
頭
、
校
長
を

歴
任
、
そ
の
後
20
年
間
総
務
省
行

政
相
談
委
員
を
務
め
、
県
行
政
相

談
委
員
協
議
会
会
長
や
関
東
行
政

相
談
委
員
連
合
協
議
会
理
事
等
を

歴
任
す
る
な
ど
、
行
政
相
談
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
叙
勲
と

な
り
ま
し
た
。

５
月
11
日
に
は
、
総
務
省
関
係

の
全
国
の
同
章
受
章
者
74
名
を
代

表
し
て
総
務
大
臣
か
ら
勲
章
、
勲

記
の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

行
政
相
談
は
、「
相
談
者
の
苦

情
や
意
見
を
よ
く
聞
き
、
的
確
に

内
容
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
重

要
、
熱
意
が
な
く
て
は
務
ま
ら
な

い
」
と
話
し
な
が
ら
「
こ
の
栄
誉

は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
、
こ
れ
か
ら

も
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
一
層

精
進
し
ま
す
」
と
今
後
の
豊
富
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

８
月
１
日
に
、
身
延
山
に
あ
る

テ
レ
ビ
中
継
所
か
ら
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

身
延
中
継
局
の
放
送
エ
リ
ア
と

放
送
局
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る

に
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
た
受
信

機
が
必
要
で
す
。

な
お
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
）
で
受
信
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ご
契
約
の

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
者
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局

蕁
０
５
５
（
２
２
２
）
１
３
８
０

http://w
w
w
.nhk.or.jp/kofu/

●
山
梨
放
送
（
Ｙ
Ｂ
Ｓ
）

蕁
０
５
５
（
２
３
１
）
３
２
２
６

h
ttp
://w

w
w
.y
b
s.n
e.jp
/

●
テ
レ
ビ
山
梨
（
Ｕ
Ｔ
Ｙ
）

蕁
０
５
５
（
２
３
２
）
１
１
２
２

h
ttp
://w

w
w
.u
ty
.co.jp

/

社会に貢献 本町から2人の方が受章

地上デジタル放送 身延中継局から放送開始

旭
日
双
光
章

土
橋
精
一
氏
（
古
関
）

瑞
宝
双
光
章

望
月
　
等
氏
（
身
延
）

山
梨
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

放送局 
名 

ﾘﾓｺﾝ 
番号 周波数 

ＮＨＫ 
総合 

１ 26ch 

ＮＨＫ 
教育 

２ 28ch 

山梨 
放送 

４ 22ch 

テレビ 
山梨 

６ 24ch 

※エリア内であっても、地形やビル陰等に
より電波が遮られる場合などは視聴でき
ないことがあります。



○不法投棄場所に皆さんの土地が狙われています。
すでに不法投棄場所になっていませんか？土地の所有者や管理者は、常日頃から雑草の除去をしましょう。

清潔に管理していない土地ほど、不法投棄場所になりやすい傾向が見られます。自分の土地には、こまめに足

を運び管理を強化してください。

※投棄者がわからない場合は、土地の所有者、管理者自らが適正に処理することとなります。

○土地や倉庫を貸すときは、相手方や事業内容をきちんと調べましょう。
土地を借りていた人が、長い間ごみを野積み状態にしていたり、ごみを放置したまま行方が分からなくなっ

て、地主がごみの処理に困るケースが問題となっています。土地を他人に貸す場合には、ごみの野積みや放置

が行われないように、土地の状況を定期的に把握してください。

【野焼きはなぜいけないの？】
一番大きな問題はダイオキシン類（有害物質）の発生です。ダイオキシン類は、塩素を含む物質の不完全燃

焼などにより生成する物質であることから、日本ではダイオキシン類の約９割が、身のまわりのごみを焼却す

るときに発生するといわれています。

ごみは高温での焼却や適正な排ガス処理ができる施設で処分することが求められています。

わたしたち一人ひとりができるのは、物を大切に長く使うこと、リサイクルやごみの分別などをきちんと行

うことによって、少しずつでも確実にダイオキシン類の発生を減らすことです。
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不法投棄や野焼きは
法律で禁止されています！・・・・・・・

不 法 投 棄  

野 焼 き  

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に違反した場合は「５
年以下の懲役、若しくは１千万円以下の罰金」という罰則がもう
けられています。
また、自分の土地であっても、ごみを捨てたり、埋めたりする

ことは違法です。

ごみの不法投棄は、重大な犯罪です！・・・・

土地所有者、管理者の皆さんへのお願い！

どちらもダメです！

【自分１人くらいと思わないで！】
「面倒くさい」「自分１人ならたいした影響はないだろう」

「昔から燃やしてきたから」等という理由でごみを燃やしてい

ませんか？燃やしている人は知らん顔をしていますが、近隣

の人は悪臭や有害な物質をまきちらされ迷惑をしています。

家から出たごみはごみ収集所に出しましょう。

【問い合わせ先】
環境下水道課 環境衛生担当

蕁0556-42-4814

【野焼きは法律で禁止されています】
違反すると「５年以下の懲役若しくは１千万円以下の罰金」

という罰則がもうけられています。

～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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少
年
神
楽
団
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏

で
奉
納
が
は
じ
ま
り
、
「
御ご

反
閉

へ

ん

ぺ

い

（
猿
田
彦
命
の
祈
祷
の
舞
）」、
古
事

記
神
話
を
題
材
に
し
た
「
天
の
岩
戸

の
儀
」、「
白
狐
玉
取
の
儀
」、
軽
快

な
曲
で
収
穫
の
喜
び
を
表
現
し
た
舞

の
「
御
大
漁
の
儀
」、
稚
児
に
よ
る

巫
女
の
舞
な
ど
が
次
々
に
披
露
さ
れ

る
と
、
訪
れ
た
見
物
客
か
ら
惜
し
み

な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

５
月
11
日
〜
20
日
ま
で
の
10
日

間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
（
15
日
）

に
は
、
国
道
52
号
線
の
飯
富
地
内
に

お
い
て
街
頭
指
導
所
が
設
置
さ
れ
、

南
部
警
察
署
を
は
じ
め
安
協
な
ど
の

関
係
団
体
の
ほ
か
、
西
嶋
保
育
所
の

園
児
を
含
む
総
勢
30
人
あ
ま
り
が
参

ら
「
ま
た
夏
休
み
に
来
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

５
月
５
日
、
西
嶋
地
区
に
お
い
て

沢さ

奥お
き

の
お
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
山

梨
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
西
嶋

の
神
楽
」
の
奉
納
が
さ
れ
ま
し
た
。

西
嶋
神
楽
の
起
源
は
、
約
４
０
０

年
位
前
、
天
正
年
間
甲
斐
武
田
氏
の

滅
亡
の
頃
、
打
ち
つ
づ
く
戦
禍
と
、

富
士
川
の
氾
濫
で
悲
し
み
に
沈
む
里

人
の
心
を
神
楽
に
よ
っ
て
振
る
い
お

こ
し
、
霊
鎮
め
を
し
よ
う
と
し
て
、

神
主
た
ち
の
手
で
は
じ
め
ら
れ
、
鎮

主
様
に
奉
納
し
た
、
出
雲
神
社
の
流

れ
を
く
む
、
ふ
る
さ
と
の
民
俗
芸
能

で
、
昭
和
39
年
に
神
楽
の
部
で
は
第

１
号
と
し
て
県
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

通
し
て
無
料
創
作
体
験
や
親
子
長
靴

飛
ば
し
、
砂
金
採
り
体
験
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

特
に
陶
芸
や
ガ
ラ
ス
、
和
紙
、
木

工
、
印
刻
と
い
っ
た
各
工
房
で
の
無

料
創
作
体
験
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
人
気
を
集
め
て
お

り
、長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

５
月
４
日
、
湯
之
奥
金
山
博
物
館

の
有
料
入
館
者
数
が
18
万
人
を
達
成

し
ま
し
た
。

18
万
人
目
の
入
館
者
と
な
っ
た
の

は
、
愛
知
県
か
ら
ご
家
族
で
下
部
温

泉
郷
を
訪
れ
て
い
た
太
田
周
弥
さ
ん

親
子
で
す
。
太
田
さ
ん
親
子
は
、
前

日
に
も
金
山
博
物
館
を
訪
れ
て
お

り
、
も
う
一
度
砂
金
採
り
体
験
を
楽

し
も
う
と
来
館
し
た
そ
う
で
す
。

谷
口
館
長
か
ら
花
束
と
18
万
人
目

の
記
念
章
が
手
渡
さ
れ
、
太
田
さ
ん

親
子
は
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
記
念

品
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
、
笑
顔
で
記
念
写
真
を
撮
り
な
が

５
月
３
日
〜
５
日
に
か
け
て
、
道

の
駅
・
富
士
川
ふ
る
さ
と
工
芸
館

（
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
）
に
お

い
て
親
子
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、
大
勢
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
日
替
わ
り

で
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン（
ウ
エ
ー
ブ
）

や
音
楽
演
奏
（
県
警
音
楽
隊
）、
エ

レ
キ
バ
ン
ド
シ
ョ
ー（
鈴
木
バ
ン
ド
）

な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
３
日
間
を

まちのわだい 
TOPICS

大
勢
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
う

親
子
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

まちのわだい TOPICS

有
料
入
館
者
が
18
万
人
目

湯
之
奥
金
山
博
物
館

沢
奥
の
お
ま
つ
り西

嶋
の
神
楽

長靴飛ばしでは、親子の合計飛距離で
熱戦が繰り広げられました。

毎年恒例、太鼓の上から舞う白狐

園
児
10
名
が
街
頭
指
導

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
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体
験
し
ま
し
た
。

植
え
た
の
は
岐
阜
県
の
「
初
霜
」

と
い
う
品
種
で
、
宮
沢
さ
ん
か
ら
一

通
り
お
米
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

た
の
ち
、
植
え
方
を
指
導
し
て
も
ら

い
、
児
童
た
ち
は
一
列
に
並
ん
で
15

㎝
程
度
に
育
っ
た
苗
を
丁
寧
に
植
え

て
い
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
社
会
科
の
授
業
で
米

作
り
を
学
習
、
農
業
体
験
は
今
年
で

５
年
目
と
な
り
ま
す
。
昨
年
は
１
本

の
苗
か
ら
22
分
け
つ
し
、
約
１
合
の

お
米
が
と
れ
た
が
、
今
年
も
ど
れ
だ

け
分
け
つ
し
、
ど
れ
だ
け
の
お
米
が

採
れ
る
か
実
験
を
す
る
予
定
。
５
月

に
お
田
植
え
、
10
月
に
は
稲
刈
り
を

体
験
し
、
11
月
上
旬
に
は
、
お
に
ぎ

り
な
ど
に
し
て
食
べ
る
計
画
で
す
。

切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
町
内

の
小
学
校
を
巡
回
し
な
が
ら
、
毎
年

２
校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

式
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
人
権
の
花
を

贈
呈
、
そ
の
後
自
分
た
ち
で
書
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
花
の
種
の
入
っ
た
お

よ
そ
１
０
０
個
の
風
船
を
、
空
高
く

一
斉
に
飛
ば
し
ま
し
た
。

５
月
21
日
、
静
川
小
学
校
の
５
年

生
児
童
８
人
が
、
下
田
原
の
宮
沢
清

已
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
、
お
田
植
え
を

年
も
多
く
の
松
葉
杖
が
持
ち
寄
ら

れ
、
御
神
火
が
点
火
さ
れ
る
と
供
養

の
炎
が
夜
空
を
焦
が
し
ま
し
た
。

20
日
に
は
、
熊
野
神
社
で
例
大
祭

が
行
わ
れ
、
神
楽
殿
に
お
い
て
町
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
の
太
々
神
楽
が

奉
納
さ
れ
た
ほ
か
、
御
輿
渡
行
が
行

わ
れ
、
小
学
生
、
中
学
生
、
大
人
の

御
神
輿
が
威
勢
の
い
い
掛
け
声
を
上

げ
て
温
泉
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

５
月
21
日
に
豊
岡
小
学
校
に
お
い

て
、
23
日
に
は
原
小
学
校
に
お
い
て

峡
南
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
（
笠
井

義
彦
会
長
）
が
主
催
し
「
人
権
の
花

の
贈
呈
式
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
人
権
の
花
贈
呈
式
は
、
児
童

た
ち
に
命
の
大
切
さ
や
、
人
権
の
大

加
し
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

５
月
19
日
、
20
日
の
２
日
間
、
下

部
温
泉
郷
で
し
も
べ
お
ん
せ
ん
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

19
日
は
、
湯
之
奥
金
山
博
物
館
駐

車
場
を
会
場
に
、
地
元
育
成
会
に
よ

る
お
囃
子
か
ら
は
じ
ま
り
、
日
本
航

空
高
校
太
鼓
ア
カ
デ
ミ
ー
の
「
太
鼓

衆
・
猿
」
に
よ
る
力
強
い
演
奏
、
下

部
温
泉
神
楽
保
存
会
に
よ
る
太
々
神

楽
、「
甲
斐
◇
風
林
火
山
」
に
よ
る

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
が
披
露
さ

れ
た
ほ
か
、
温
泉
街
か
ら
メ
イ
ン
会

場
ま
で
を
梅
平
の
万
燈
講
が
に
ぎ
や

か
に
練
り
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
後
に

行
わ
れ
た
松
葉
杖
供
養
祭
で
は
、
今

まちのわだい TOPICS

松
葉
杖
供
養
祭
等
を
開
催

し
も
べ
お
ん
せ
ん
ま
つ
り

人
権
の
大
切
さ
を
学
ぶ

豊
岡
小
学
校
・
原
小
学
校

一
粒
の
お
米
（
籾
）
か
ら

静
川
小
学
校
５
年
児
童

豊岡小学校

原小学校

印を付けた２箇所に苗を１本ずつ丁寧に植えました。
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育
館
へ
避
難
を
開
始
し
、
地
元
の
消

防
団
が
避
難
の
手
助
け
や
誘
導
に
あ

た
り
ま
し
た
。

避
難
後
に
は
、
避
難
所
の
運
営
方

法
の
説
明
を
受
け
た
り
、
応
急
救
護

訓
練
が
実
施
さ
れ
、
防
災
意
識
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。
上
田
さ
ん
は
西
八
代
郡

農
業
協
同
組
合
か
ら
、
ま
た
望
月
さ

ん
は
下
山
土
地
改
良
区
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
農
業
委
員
に
推
薦
さ
れ
た
も
の

で
す
。
式
で
は
、
依
田
光
弥
町
長
か

ら
「
身
延
町
は
鳥
獣
被
害
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
面
で
課
題
が
山
積
み
さ
れ
て

い
る
が
、
農
業
委
員
会
の
一
員
と
し

て
、
町
の
農
業
行
政
に
ご
指
導
と
ご

尽
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
が
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
27
日
、
三
澤
大
草
地
区
に
お

い
て
、
土
砂
災
害
に
対
す
る
全
国
統

一
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
台
風
に
よ
る
大
雨
で
の

土
石
流
発
生
を
想
定
し
、
避
難
勧
告

等
が
発
令
さ
れ
る
と
、
避
難
に
時
間

の
か
か
る
高
齢
者
等
か
ら
、
順
に
指

定
避
難
所
で
あ
る
久
那
土
中
学
校
体

５
月
22
日
、
財
団
法
人
富
士
山
を

き
れ
い
に
す
る
会
が
主
催
し
て
、
本

栖
湖
畔
で
富
士
山
環
境
美
化
植
樹
祭

が
開
催
さ
れ
、
関
係
市
町
村
や
団
体

な
ど
か
ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
始
式
で
は
、
開
催
地
を
代
表
し

て
、
野
中
邑
浩
副
町
長
が
「
富
士
山

の
周
辺
町
と
し
て
環
境
美
化
を
進
め

る
中
で
、
身
延
町
の
観
光
振
興
の
発

展
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
、
そ
の
後
、
富
士
山
を
き
れ
い
に

す
る
会
の
野
口
英
一
理
事
長
か
ら
野

中
副
町
長
に
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
苗
木

が
手
渡
さ
れ
、
植
樹
場
所
に
移
動
し

丁
寧
に
植
え
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

５
月
25
日
、
上
田
博
さ
ん
（
三
澤
）

と
望
月
悦
之
助
さ
ん
（
下
山
）
に
農

業
委
員
会
委
員
選
任
証
書
が
手
渡
さ

まちのわだい TOPICS

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
を
植
栽

富
士
山
環
境
美
化
植
樹
祭

２
名
に
選
任
証
書
を
交
付

身
延
町
農
業
委
員
会

土
砂
災
害
に
対
す
る

全
国
統
一
防
災
訓
練

左から望月さん、上田さん

棒２本に毛布を巻き付けた簡易担架で
負傷者を運ぶ訓練を体験

避難勧告により、体育館へ迅速に避難する
大草地区の住民

二度の火災により焼失した身延山五重塔の再建が昨年から進めら
れています。この度、五重塔の心柱が加工を経て身延山へ納めら
れる運びとなりました。心柱が粛然と門前町を曳かれ、身延山に
納められる千載一遇の機会、歴史的な瞬間をぜひご覧ください。
　　　問い合わせ先　身延山観光協会（　　　問い合わせ先　身延山観光協会（蕁0556-62-0502） 

二度の火災により焼失した身延山五重塔の再建が昨年から進めら
れています。この度、五重塔の心柱が加工を経て身延山へ納めら
れる運びとなりました。心柱が粛然と門前町を曳かれ、身延山に
納められる千載一遇の機会、歴史的な瞬間をぜひご覧ください。
　　　問い合わせ先　身延山観光協会（蕁0556-62-0502） 
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石部　元章 
磯野　松市 
小林　利典 
高野　光秋 
磯野　澄也 
佐野　正彦 
河西三恵子 
桜田　晴子 
高野　由美 
小林　只典 
笠井　　章 
笠井　一人 
佐野　昌夫 
依田　正敏 
川　　晴義 
深沢　敏夫 
望月　一二 
深沢　京子 
深沢きよ子 
望月　長業 
加藤　基道 
田中　邦久 
片田　義光 
雨宮　廣一 
深沢　　徹 
網野　重光 
遠藤　正昭 
河住　　功 
鴨狩ルリコ 
笠井　京子 

下 部  
北 川  
道 

常 葉  
岩 欠  
道 

三 澤  
市 之 瀬  
波 高 島  
北 川  
西 嶋  
西 嶋  
寺 沢  
大 塩  
遅 沢  
手 打 沢  
飯 富  
切 石  
西 嶋  
西 嶋  
角 打  
身 延  
和 田  
下 山  
大 野  
下 山  
横 根 中  
身 延  
梅 平  
小田船原 

 
 
 
副 会 長  
 
 
 
 
 
会 　 長  
 
 
 
 
副 会 長  
会 　 長  
 
 
 
 
 
 
 
 
会 　 長  
 
 
 
副 会 長  

地域 氏　名 住　所 備　考 

下
　
　
部 

中
　
　
富 

身
　
　
延 

地域審議会委員名簿　（地区別・順不同・敬称略）
５
月
29
日
、
身
延
町
地
域
審
議

会
委
員
の
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ

れ
、
委
員
30
名
に
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
町
長
か
ら
「
町
で
も
、

合
併
し
て
行
政
が
遠
く
な
っ
た
と

か
、
住
民
の
声
が
届
か
な
い
と
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
地
域
の
適

正
や
、
合
併
時
の
約
束
ご
と
等
を

逐
次
実
行
に
移
し
て
い
る
。
細
部

に
つ
い
て
は
ご
指
摘
も
受
け
て
い

る
が
、
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
そ
れ

ぞ
れ
地
域
の
声
を
集
約
し
て
い
た

だ
き
、
行
政
へ
届
け
て
い
た
だ
く

よ
う
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
審
議
会
と
は
・
・
・

合
併
協
議
会
の
中
で
検
討
し
、

設
置
す
る
こ
と
が
決
定
。
合
併
に

よ
っ
て
住
民
の
意
見
が
施
策
に
反

映
さ
れ
に
く
く
な
る
な
ど
の
懸
念

を
払
拭
す
る
た
め
に
、
旧
町
の
区

域
を
単
位
と
し
て
、
概
ね
10
年
間

（
平
成
26
年
３
月
31
日
）
ま
で
設

置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

委
員
の
任
期
は
２
年
で
、
新
町
建

設
計
画
の
変
更
や
執
行
状
況
等
に

つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【問い合わせ先】 政策室 企画政策担当　蕁0556-42-4801

身延町地域審議会委員を委嘱

乳幼児医療費・ひとり親家庭医療費の助成事
業について、請求方法等の見直しを行いました。
その内容については次のとおりです。

①これまで医療機関等の証明が必要でしたが、
今後は証明をもらう必要がなく、代わりに領

収書（原本）を必ず1か月分まとめて診療月の

翌月以降に請求書に添付して提出してくださ
い。（ただし領収書については、受診者名や点

数の分かるものに限ります。）

②請求書の用紙の色がオレンジ色から白色（コ

ピー可）に変わりました。（従来のオレンジ色
でも引き続き使用可能です。）

③請求書の記入について、住所・氏名・生年月

日・電話番号等は、必要事項として記入して
いただきますが、加入医療保険の名称・所在

地や金融機関名・口座関係等については、変

更がない場合には記入不要です。（変更があっ
た場合は、その都度ご連絡ください。）

※請求については、これまでと同様に、受診者

別、診療月別、医療機関（入院・入院外）・

調剤薬局ごとに分けて請求書の作成をお願い
します。（請求期間は、医療を受けた月の翌月

から2年以内です。

【問い合わせ先】
子育て支援課　蕁0556-20-4611（内線23）

子育て支援課からのお知らせ 乳幼児医療費・ひとり親家庭医療費の請求方法

身延町地域審議会委員を委嘱
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身延町、峡南保健所管内には、悩みを抱える本人・家族のための会があります。その中のいくつか
を紹介いたします。一人で悩まず、みんなで話し合いましょう。

●なごみ会（身延町精神障害者家族会）
「みんなで普段の生活のことを、ざっくばらんに話したり、同じ悩みを語り合い、互いに助け合う機
会にしたい」という、精神障害を抱える本人、家族の会です。
年に数回、自分の体と心のリフレッシュを行いながら、家族会全体での交流会や勉強会、保健師等

による相談を行っています。

●身延断酒会
「お酒のことで困っていませんか？悩んでいませんか？」
アルコール依存症からの回復を目指すグループで、定例的に例会が行われ、

アルコール依存症の方やその家族が集まって体験談を語り合っています。この
病気を一緒に克服するために、アルコール依存症に悩む方同士が交流し、支え
合っています。
・例会　開催曜日　　毎月第１・３・５火曜日（会場の都合により変更有り）
・場所　　　　　　　身延町総合文化会館　２階和室
・時間　　　　　　　午後７時30分～午後９時

●ともしびの会（峡南地区認知症の人と家族の会）
高齢者が増える中で認知症で悩む家族、以前認知症の方を介護していた家族の会です。認知症とい

う病気に現われる症状は、十人十色で日々の生活の中での対応に難しさを感じている方がとても多く
いらっしゃいます。それぞれの思いを共感しあい、時には一緒に涙を流しながら地域で暮らす認知症
の方を支えています。
年に数回、交流会や学習会を行い、個別相談も随時行っています。

問い合わせ先：福祉保健課 健康増進担当　蕁0556-20-4611保 健 だ よ り

【なごみ会】問い合わせ先：　身延町役場 福祉保健課 健康増進担当　蕁0556‐20‐4611

【ともしびの会】問い合わせ：　身延町役場 福祉保健課 健康増進担当　蕁0556‐20‐4611

【身延断酒会】問い合わせ： 峡南保健所 地域保健課　秋山　蕁0556‐22‐8158
身延断酒会 事務局　　　依田　蕁0556‐62‐2597

430年の歴史ある和紙の産地、西嶋地区では、
和紙作りの伝統技能を継承していただける方を
募集しています。この技能を一度習得すると、
高齢でも働き続けることができ、安定した収入
が得られます。
「西嶋和紙伝統技能者育成講座」

【日　時】７月８日（日）と７月11日（水）
の２回開催。（どちらか１日の受講）

【時　間】両日とも10：00～14：00
受付９：30～　（味菜庵での昼食付）

【場　所】なかとみ和紙の里
（定員になり次第締め切り）

【申込先】西嶋和紙工業協同組合
蕁0556-42-3234（ＦＡＸ兼用）

○西嶋和紙を知ってもらうことからはじめ、簡
単な体験、見学で興味を持ってもらい、技能
を身に付ける第一歩にしていただけたらと考
えています。伝統産業である西嶋和紙に興味
のある方、何かやりがいのあることを見つけ
たい方など、この機会にお気軽に参加してく
ださい。

西嶋和紙伝統技能者育成講座を開催
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国保だよ
り 国民健康保険税は納期内に納めましょう 国民健康保険税は納期内に納めましょう 

国保（国民健康保険）は加入者の皆さんから納めていただく保険税を主な財源としています。この保険税
が不足すると国保からの十分な給付が受けられなくなり医療費の負担も大きくなってしまいます。皆さん一人
ひとりの保険税が国保を支え、わたしたちが安心して暮らしていくために大切な制度です。保険税の納付にご
協力をお願いします。

N0. 4N0. 4
年金保険料の納付に困ったら免除制度をご利用ください。
経済的な理由等で保険料が納められない場合は、申請して承認されると免除される制度があります。
未納状態を放置しておくと万一の時に給付制度が適用されませんし、年金受給権が確保できなくなりま
すのでお早めにご相談ください。

【対象となる人】
１，所得が一定以下の人
２，生活保護を受けている人
３，障害者または寡婦で、前年度所得が１２５万円以下の人
４，失業・災害等の事由で保険料を納めるのが困難な人

☆免除申請をするには、所得の申告が必要です。未申告の方は申告をしてください！
☆失業中（会社を辞めた）の方は「離職票」（雇用保険被保険者資格喪失確認通知書）
を忘れずに持ってきてください。
→　離職票があると承認されるケースが見受けられます。
☆認め印（家族の方が代理申請する場合に必要です）

●１期･･･７月（２日まで）
●２期･･･７月（末日まで）
●３期･･･８月（末日まで）
●４期･･･10月（１日まで）
●５期･･･10月（末日まで）

●６期･･･11月（末日まで）
●７期･･･12月（25日まで）
●８期･･･１月（末日まで）
●９期･･･２月（29日まで）
●10期･･･３月（25日まで）

納入通知書にも記載されておりますので、納期
限までに納付をお願いします。

■保険税を納める義務は世帯主にあります。世
帯主が国保に加入していなくても、世帯の中
に国保加入者がいれば、納税通知書は世帯主
に届きます。

19年度の納期 は次のとおりです（窓口納税者）

納
付
書 

普通預金通帳 

　　○○銀行 

保険税の納付書・預金通帳・印鑑（通帳届出印） 

これらを 
持って 

保険税納付には口座振替をおすすめします！
■「口座振替」の手続きは、役場指定の金融機関で取り扱っています。

役場指定の金融機
関で、備えつけの
「口座振込依頼書」
にて、お申し込み
ください。

【取扱金融機関】
・山梨中央銀行　　・山梨県民信用組合
・西八代郡農業協同組合　・山梨信用金庫
・ふじかわ農業協同組合

預金口座から自動
的に納付されます。納め
忘れの心配はありません。

安心 一度手続きをすれば
翌年度も自動更新されますの
で、確実に納付ができます。

確実 納期のたびに納め
に出かける必要がないの
で大変便利です。

便利 【問い合わせ先】町民課0556
国保税担当　蕁42-4803
国保老健担当 蕁42-4804

問い合わせ先
町民課町民担当　蕁0556-42-4804
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事　業　名 実施期日
(一部予定） 事　　業　　内　　容 会　　場 担　　当

《公演中止》
宝くじ文化公演
羽田健太郎・中島啓江
「音楽の旅」

ふるさと民謡まつり

戦争と平和展

《公演中止》
7月6日

7月29日

7月21日～
8月16日

《公演が中止となりました。》
払い戻しについては、総合文化会館
までお問い合わせください。

津軽三味線の大合奏がホールにこだまする。唄、
尺八、三味線、鳴物、舞踊＋周坊の猿まわし
開場　12:30 開演　13:00
全席指定：会員2,000円　一般2,500円

当日3,000円

戦争に関する資料の展示・貸出
（本年のテーマは学童疎開）

総合文化会館
ホール

町立図書館

総合文化会館
担当

図書館担当

映画上映会 8月4日
内容・時間等は未定です。決定次第
お知らせします。

総合文化会館
ホール

総合文化会館
担当

第７回砂金堀り大会・
私学交流砂金掘り大会

8月4日
迅速かつ正確さを競う競技としての砂金掘り。
午後からは有名私学対抗の交流試合もあります。

湯之奥金山
博物館

総合文化会館
ホール

金山博物館
担当

総合文化会館
担当

第11回特別展
「みのぶ町の文化財と
歴史遺産」（仮称）

8月9日～
10月9日

身延町内に残されている数多くの歴史
遺産と文化財を取り上げた特別展。

日光江戸村忍者ショー 8月11日
1部：10:30～、2部：14:00～、3部：18:00～
楽しい忍者ショーをご観覧ください。
入場料は各戸配布チラシをご覧ください。

問い合わせ先：総合文化会館担当（蕁0556-62-2110）、図書館担当（蕁0556-62-2141）、金山博物館担当（蕁0556-36-0015）

生涯学習課では、以下のような事業を予定しています。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。
※事業の詳細は、決定され次第必要に応じて回覧します。事業は都合により変更する場合があります。

新しいふるさと身延を語れる人になれるよう、現地で実物に触れ、こ
の眼で、心で、感じ学ぼう。下部、中富、身延地区の文化財などを現地
研修します。6回シリーズ
【開 催 日】 7/27、8/3、8/10、8/17、8/21、8/24
【時　　間】 9:00～11:30
【募集人員】 20名（先着順）
【対 象 者】 小学５・６年生、中学生・高校生、一般
【申込期間】 7/2～7/20
【申 込 先】教育委員会 生涯学習課　蕁0556-42-2337

《詳細は７月上旬配布の回覧をご覧ください。》

※この講座は、遠藤良暎さん（身延町社会教育委員）の企画によるものです。

八日市場 大聖寺
和田 市川家

丸畑 木喰の里

事業の紹介 事業の紹介 

ふるさと民謡まつり

戦争と平和展
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身延町波木井407番地　電話（0556）62-2141　HPアドレス  http://www3.town.minobu.lg.jp/lib/

NO.34

・・新サービス内容・・ 
＊身延図書館・中富図書室、合わせて　 
　10冊まで本が借りられます。　　　 
＊図書館ホームページから、今借りて　 
　いる本がわかります。また本の予約　 
　ができます。（申し込みと、個人の　 
　パスワードが必要です。）　　　 

 《
図
書
館
》に
　
　
　
　
 

行
っ
て
み
よ
う
！
 

　
図
書
館
の
パ
ソ
コ
ン
シ

ス
テ
ム
の
入
替
に
伴
っ
て
、

下
記
の
サ
ー
ビ
ス
が
増
え

ま
し
た
。
　 

　
ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま

し
て
は
、
職
員
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。 

　
ま
す
ま
す
使
い
や
す
く
、

便
利
に
な
っ

た
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ

い
！
　
　
　 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　
　

《
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
始
め
ま
し
た
》
　
 

◎一般向け◎ 
『三遊亭円楽独演会』『桂三枝爆笑落語大全集』①　 
『志の輔らくごのごらく』『朗読・隠し剣鬼ノ爪』　 
『ＮＨＫ名曲アルバム』『ラジオ深夜便シリーズ』　 
『開幕の祈り』『サイ・プレイズ・モーツァルト』　 
『久石譲コンプリートベストセレクション』　　　　 
『ひばりジャズを歌う』『演歌ビッグ３』『夏歌』　 
『ピアノブレイカー』『夜明けのうた』『秋歌』　　　
◎児童向け◎ 
『なかよしあそびうた』『みんなのどうよう』　　 
『スーパーヒーローソング』『キッズたいそう』　 
『テレビまんが主題歌のあゆみ　続々々』　　　　 
『うきうき・あたらしい子どものうた』　　　　　 
『赤ちゃんのためのグッドナイト』　 

★
一
般
向
け
★

『
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
絵
本
ガ
イ
ド
』

さ
わ
だ
さ
ち
こ
　

『
図
解
わ
か
る
資
産
運
用
』

奥
村
研
　

『
北
方
領
土
交
渉
秘
録
』

東
郷
和
彦
　

『
最
新
介
護
の
し
か
た
が
わ
か
る
本
』

鈴
木
幸
雄
　

『
親
子
で
遊
ぼ
う
！
清
里
・
八
ヶ
岳
　
　

徹
底
ガ
イ
ド
』

オ
フ
ィ
ス
ヒ
ラ
イ
　

『
こ
れ
か
ら
の
年
金
・
医
療
・
福
祉
』

あ
べ
俊
子
　

『
カ
シ
オ
ペ
ア
の
丘
で
』

重
松
清
　

『
純
愛
小
説
』

篠
田
節
子
　

『
消
失
』
①
　
　
　
　
　
　
　

高
杉
良
　

『
仕
事
と
人
生
』

城
山
三
郎
　

＊
『
水
滸
伝
』
⑦
⑧
北
方
謙
三
＊
『
中
原

の
虹
』
③
浅
田
次
郎
＊
『
ド
リ
ー
ム
バ
ス

タ
ー
』
④
宮
部
み
ゆ
き
も
入
荷
済
　

★
児
童
書
★

『
恐
竜
研
究
所
へ
よ
う
こ
そ
』

林
原
自
然
科
学
博
物
館
　

『
歩
く
』

ル
イ
ス
・
サ
ッ
カ
ー
　

『
漂
流
物
』

Ｄ
・
ウ
ィ
ー
ズ
ナ
ー
　

『
ロ
ー
ザ
』

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
コ
リ
ア
ー
　

　
夏
の
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
第
一
弾
！
　
　

　
テ
ー
マ
は
”夏

“
の
楽
し
い
お
は
な
し

会
で
す
。暑
い
日
差
し
を
避
け
て
、図
書

館
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？ 

　
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！ 

内
　
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

◎
星
の
お
話
・
暑
〜
い
夏
の
お
話
　
　 

◎
楽
し
い
て
あ
そ
び
・
う
た
あ
そ
び
　 

◎
夏
の
お
も
し
ろ
ミ
ニ
工
作
　
　
他 

7月のおはなし会 

“夏・星・七夕”の　 
お話をどうぞ!!

『小説　上杉鷹山』
童門　冬二／著

読まれている方も多いと思いますが、とにかくお薦
めです。歴史小説が嫌いな方も、だまされたと思って
お読みください。
心が温かく優しくなります。気持ちが熱く強くなり

ます。読み終えたら人に薦めたくなります。
今の政治家の皆さんには、同じ武士なら、織田信長

ではなく、上杉鷹山を尊敬してほしいと思っています。

身延町大野　　片田　駿三さん（60代・男性）

図書館では、夏休みに向けて
子どもたちの“お役立ち本”を
たくさん用意しています。
『課題図書など読書感想文の本』
『夏休みの課題はおまかせ！自由
研究と工作の本』『海や川に出か
けよう！野外遊び・キャンプの
本』など・・・！　　　　　　

勉強・お出かけ前には図書館にどうぞ！

☆さあ図書館の夏休み！☆

新
し
く
入
っ
た
本

新
し
く
入
っ
た
本
 

新
し
く
入
っ
た
本
 

7月の休館日 

 

◎２・９・23・30日 
 〔毎週月曜日〕 

◎17日（火） 〔祝日の振替〕 
◎31日（火） 〔館内整理日〕 

ビ
ー
玉
万
華
鏡 

作
っ
た
よ
！ 
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身延町体育協会役員の紹介・決算報告

身延町結婚相談員を委嘱

4月20日に中富総合会館において、身延町体育

協会定期総会が開催され、次の役員及び決算が承

認されました。今後とも町民の健康づくりを支援

するとともに各地区の体育行事に協力していきま

すので、よろしくお願いします。詳しくは、生涯

学習課生涯スポーツ担当（蕁0556-20-3017）まで。

結婚相談員名簿 （地区 別・ 順不 同・ 敬称略） 
地区 氏　名 住　所 備　考 

下 
部 

赤池　政敬 北  川 会　長 

伊藤　良雄 古  関 

上田　幸子 三  澤 

二宮美智子 上田 原 

佐野　智子 上之 平 

中 
富 

佐野　都夫 伊  沼 副会長 

深沢　宗満 手打 沢 

望月　恵子 飯  富 

笠井　幸子 西  嶋 

望月　孝子 西  嶋 

身 
延 

石川多津子 下  山 副会長 

望月　征子 下  山 

小笠原武士 波木 井 

大野　守男 大  城 

片田さく江 大  島 

５月９日、中富すこやかセンターにおいて身
延町結婚相談員委嘱式が行われ、15名の方に町
長から委嘱状が手渡されました。
相談員の任期は、平成19年度・20年度の２年
間となります。
委嘱式の中で依田光弥町長からは「少子化問
題については抜本的な解決策が見出せないのが
現状、近年の社会情勢の中で相談員の仕事も大
変むずかしいものがありますが、一組でも縁が
結ばれるようお力添えをお願いしたい」とあい
さつがされました。

平 成  1 8  年度　身延町体育協会決算報告 

収入の部 

科　目 決算 額 （円） 摘　要 
387,547 前年度繰越金 
1,458,900 30 0  円 ×  4,86 3  戸 
3,000,000 町より 

438 貯金利子 
計 4,846,885 

支出の部 

科　目 摘　要 
報　償　費 218,560 体育功労 、 特別表彰ほか 
総　務　費 61,984 消耗品 、 郵送料ほか 
活　動　費 2,450,000 支部 、 専門部 、 スポ少活動費 
負担金補助 
及び交付金 

1,588,553 負担金補助 、 助成金 

交　際　費 153,000 旅費 、 香料等 
予　備　費 14,175 封筒印刷 
計 4,486,272 

収支差引 

翌年度繰越金 360,613 平 成  1 9  年度に繰越 

平成19・ 2 0  年度　身延町体育協会役員名簿 
（理事は支部長まで掲載・敬称略） 

役　職 氏　名 地　区 備　考 
顧  問 今村　朝臣 常  葉 前  会  長 
名誉会 長 依田　光弥 梅  平 身延町 長 
会  長 藤田　米次 波  木  井 
副  会  長 松浦　　隆 古  関 
〃 上田　孝二 三  澤 

〃 依田　　武 下  田  原 中富支部長 
〃 笠井　嘉浩 西  嶋 
〃 佐野　久司 小田船 原 
〃 山田　　稔 下  山 

監  事 青柳　正一 大  島 
〃 市川　忠利 相  又 

理  事 小林　三元 市  之  瀬 下部支部長 
〃 井出　正博 梅  平 身延支部長 

繰　越　金 
会　　　費 
補　助　金 
雑　収　入 

決算 額 （円） 

【問い合わせ先】
福祉保健課 福祉担当　蕁0556-20-4611
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山
梨
県
警
察
で
は
、
平
成
19
年
度

山
梨
県
採
用
試
験
（
第
２
回
目
）
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
試
験
職
種
】
平
成
20
年
４
月
採
用

○
警
察
官
Ａ

男
性
・
武
道
指
導
・
女
性

※
受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
の
方
で
、
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
方
ま
た

は
平
成
20
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
方

○
警
察
官
Ｂ

男
性
・
女
性

※
受
験
資
格

昭
和
55
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
の
生

ま
れ
で
、
Ａ
区
分
以
外
の
方

【
受
付
期
間
】

７
月
25
日
（
水
）

〜
８
月
24
日
（
金
）
ま
で
。

【
第
一
次
試
験
】

９
月
16
日
（
日
）

【
申
込
用
紙
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】

●
山
梨
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
担
当

蕁
０
５
５
（
２
３
５
）
２
１
２
１

●
南
部
警
察
署
警
務
係

蕁
０
５
５
６
（
６
４
）
３
３
０
１

④
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
懲

戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処

分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い

者
⑤
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立

し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ

と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団

体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入

し
た
者

に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ

ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場

総
務
課

庶
務
担
当

蕁
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
０

〈
内
線
１
１
２
〉

役
場
産
業
課
農
林
担
当
か
ら
、
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
策
定
に
伴
う

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
10

以
上
耕

作
し
て
い
る
農
家
に
お
願
い
し
て
あ

り
ま
す
が
、
回
答
日
が
７
月
20
日
ま

で
と
迫
っ
て
お
り
ま
す
。

調
査
票
が
手
元
に
あ
る
農
家
の
方

は
、
農
事
ご
多
忙
な
折
り
で
す
が
至

急
記
入
の
う
え
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
に
て
ご
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場

産
業
課

農
林
担
当

蕁
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
５

ア
ー 

ル 

三
　
試
験
の
日
時
及
び
場
所

◎
第
一
次
試
験
　
８
月
26
日
（
日
）

山
梨
大
学

受
付
　
午
前
８
時
30
分
か
ら

試
験
　
午
前
９
時
か
ら

四
　
試
験
の
方
法

教
養
試
験
　
　
　
１
２
０
分

事
務
適
正
検
査
　
　
１
０
分

五
　
試
験
申
込
書
の
受
付

《
持
参
又
は
郵
送
で
の
申
込
の
場
合
》

７
月
11
日
（
水
）
か
ら
８
月
１
日

（
水
）
ま
で
。
※
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分
（
土
、
日
及
び
祝
祭

日
は
除
く
）

※
郵
送
に
よ
る
場
合

も
受
け
付
け
ま
す
。

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
の
場
合
》

「
や
ま
な
し
申
請
・
予
約
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」
に
て
受
付
。
７
月
11
日

（
水
）
か
ら
７
月
25
日
（
水
）
ま
で
。

※
24
時
間
受
付
。
た
だ
し
、
７
月
25

日
（
水
）
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
に

受
信
し
た
も
の
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
25
日
以
降
は
、
持
参
又
は
郵
送
の

方
法
で
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、

①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人

（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
者

身
延
町
で
は
、
役
場
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

一
　
試
験
区
分

事
務
職
Ⅰ
　
　
若
干
名

事
務
職
Ⅱ
　
　
若
干
名

二
　
受
験
資
格

◎
事
務
職
Ⅰ

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
れ
た
者

（
大
学
を
卒
業
し
た
者
、
卒
業
見

込
み
の
者
及
び
同
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者
）

◎
事
務
職
Ⅱ

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

（
高
校
を
卒
業
し
た
者
、
卒
業
見

込
み
の
者
及
び
同
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者
）

おしらせ 
INFORMATION

役
場
の
職
員
を
募
集

おしらせ INFORMATION

農
振
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

回
答
日
迫
る

山
梨
県
警
察
官
を
募
集

７
月
22
日
（
日
）
は
「
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
」
の
投
票
日
で
す
。

７
月
６
日
（
金
）
か
ら
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。
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【
日
時
及
び
場
所
】

７
月
22
日
（
日
）
山
梨
県
立
盲
学

校（
甲
府
市
下
飯
田
２
の
10
の
２
）

○
午
前
９
時
30
分
〜
９
時
45
分

受
付

○
午
前
10
時
〜
12
時
30
分

グ
ル
ー
プ
活
動
（
体
験
遊
び
・
学

習
活
動
・
講
演
会
な
ど
）

○
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

機
器
展
示
会
及
び
盲
人
用
ロ
ボ
ッ

ト
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

【
申
込
方
法
】

グ
ル
ー
プ
活
動
参
加

希
望
に
つ
い
て
は
、
前
日
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
は
平
日
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
）

＊
＊《
夏
の
Eye
愛
ひ
と
み
相
談
会
》＊
＊

お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か

ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る

方
、
視
覚
に
問
題
が
あ
る
子
ど
も
さ

ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
な
ど
、

目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
及
び
会
場
】

○
７
月
７
日
（
土
）、
８
日
（
日
）

山
梨
県
立
盲
学
校

○
７
月
14
日
（
土
）

鰍
沢
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

蕁
０
５
５
６
（
２
２
）
４
６
４
８

○
７
月
15
日
（
日
）

県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校

蕁
０
５
５
５
（
７
２
）
５
１
６
１

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
。（
会
場
へ
の
お

問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。）
※
な
お
、
相
談
は
本
校
へ

の
就
学
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
相
談
費
用
】

無
料

【
申
込
方
法
】

前
日
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。（
受
付
時
間
は
平
日
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

【
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ひ
と
み
相
談

会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
】

山
梨
県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
教
育

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当：

佐
田
・
浅
川

蕁
０
５
５
（
２
２
６
）
３
３
６
１

☆
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

相
談
期
間
中
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
☆
こ
の
相
談
会
は
、
ろ
う
学

校
入
学
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ろ
う
学
校
「
き

こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」

担
当：

中
込
・
金
子

蕁
０
５
５
３
（
２
２
）
１
３
７
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
　
（
２
２
）
６
４
１
９

メ
ー
ル

sodan@
rogako.kai.ed.jp

＊
＊
《
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
》
＊
＊

山
梨
県
盲
学
校
で
は
、
県
内
の

「
見
え
方
」
に
心
配
の
あ
る
子
ど
も

さ
ん
か
ら
成
人
の
皆
様
、
保
護
者
の

皆
様
、
支
援
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
を

対
象
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
活
動
す
る

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

同
じ
悩
み
を
持
つ
方
と
話
し
た
り
、

情
報
交
換
が
で
き
る
よ
い
機
会
で

す
。ま

た
、
同
日
、
視
聴
覚
障
害
に
関

わ
る
便
利
グ
ッ
ズ
や
視
覚
補
助
具

（
拡
大
読
書
器
、
弱
視
レ
ン
ズ
等
）、

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
な
ど
の
展
示
も
し

ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ん
の
「
き
こ
え
」「
こ
と

ば
」
の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
て
い
る

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。
来
校
さ
れ
る
の
が
む
ず

か
し
い
場
合
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
で

の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
16
日
（
月
・
海
の
日
）

〜
７
月
19
日
（
木
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で

【
場
所
】

県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市

大
野
１
０
０
９
）
幼
児
指
導
室

【
対
象
児
】
０
歳
児
よ
り

【
相
談
内
容
】

①
「
き
こ
え
」
と
　

「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
悩
み
相
談

②
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に

不
安
の
あ
る
お
子
さ
ん
へ
の
か
か

わ
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
育
児
相

談
）
③
聴
力
測
定
　
④
補
聴
器
調

整

【
申
込
方
法
】
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

（
締
め
切
り
は
７
月
13
日
（
金
）

午
後
５
時
ま
で
）

【
そ
の
他
】

☆
費
用
は
一
切
か
か
り

ま
せ
ん
。☆
完
全
個
別
予
約
制
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

おしらせ INFORMATION

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

の
相
談
会
を
開
催

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
と

目
の
相
談
会
を
開
催

２００７年・市町村振興宝市町村振興宝くじ 

この宝くじの収益収益

金は市町村市町村の明る

く住みよいまちづく

りに使われます。 

7/19（木）木）発売発売 

◎１等◎１等/２億円２億円 

◎１等前後賞◎１等前後賞/ 

　　各５千万円　　各５千万円 

◎２等◎２等/１億円１億円 

発売期間：発売期間：7/19（木）～（木）～8/7（火）（火） 

抽選日：8/16（木） サマージャンボサマージャンボ3億円億円 

２００７年・市町村振興宝くじ 

この宝くじの収益

金は市町村の明る

く住みよいまちづく

りに使われます。 

7/19（木）発売 

◎１等/２億円 

◎１等前後賞/ 

　　各５千万円 

◎２等/１億円 

発売期間：7/19（木）～8/7（火） 

抽選日：8/16（木） サマージャンボ3億円 
１等・前後賞１等・前後賞 
合わせて合わせて 

１等・前後賞 
合わせて 
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金 300,000 円 土橋　精一 （古　関）
金 100,000 円 渡辺　良子 （寺　沢）
金 10,000 円 ㈱スギヤマ （飯　富）
和太鼓一張り（退職記念） 樋川すみ子 （日向南沢）
＜国保会計へ＞
金 100,000 円 渡辺　良子 （寺　沢）
金 50,000 円 川口　真一 （夜子沢）
＜学校図書へ＞
金 100,000 円 松井　　忠 （常　葉）

金 200,000 円 加藤由紀彦 （下　山）
金 100,000 円 遠藤はまえ （相　又）
金　 100,000 円 松井　　忠 （常　葉）
金 100,000 円 鴨狩　輝子 （門　野）
金　 50,000 円 佐田　正光 （八日市場）
金　 50,000 円 川口　真一 （夜子沢）
金　 20,000 円 西嶋区民ゴルフ大会（西　嶋）

小林　将二 三澤　千晶　　 （常　葉）
藤田美智雄 宮崎　美恵　　 （波木井）

善　　意
ありがとうございます。

婚　　姻
末永くお幸せに

夫　　　　　　 妻　　　　 （地　区）

死　　亡
ご冥福をお祈りします。

氏　名　　 （年齢） 届出人　 （地　区）

INFORMATION 平成19年５月１日～31日までの受付（敬称略・順不同）

－－－－ 身延町へ －－－－

－社会福祉協議会へ －

広報みのぶ6月号のP15「死亡」の欄で、飯富の「佐野
邦晴」さんのお名前を、「佐野邦治」さんと誤って掲載い
たしました。お詫びし訂正させていただきます。

お詫びと訂正

毎月１回（１日）発行
●編集・発行　〒409-3392

山梨県南巨摩郡身延町切石350番地
身延町役場　総務課　広聴広報担当
蕁0556-42-2111（代表）蕭0556-42-2127
URL  http://www.minobu.lg.jp/

広 報 み の ぶ

工　　　事　　　名
林道大垈北線舗装工事
公共下水道身延処理区管渠詳細設計業務委託１工区
公共下水道身延処理区管渠詳細設計業務委託２工区
湯町簡易水道配水管布設替実施設計業務委託

大 垈
梅 平
身 延
下 部

㈱ 八 木 沢 興 業
㈱日本水道設計社 甲府営業所
㈱東日　甲府営業所
日本水工設計㈱山梨営業所

1,890,000
12,495,000
13,440,000
4,357,500

場　所 請負業者 請負金額（円）

〈入札結果を公表します。〉 －入札日　5月29日－

－入札日　5月31日－
身延福祉センター建設建築主体工事
身延福祉センター建設電気設備工事
身延福祉センター建設機械設備工事

波 木 井
波 木 井
波 木 井

早野組・近藤工業ＪＶ
㈱ 若 尾 電 気
身 延 総 合 設 備 ㈱

288,540,000
36,015,000
58,275,000

７月１日より、山交タウンコーチ㈱にて運行している路線バス身延循環線（身延山始発着～下山～波
高島～身延駅を循環する路線）が新早川橋（飯富地内）まで路線延長します。
●詳しくは、山交タウンコーチ㈱身延営業所（蕁0556-62-0064）まで、お問い合わせください。

※個人情報保護のため、個人が特定できる

情報は削除して掲載しました。
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５
月
19
日
、
20
日
に
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
銀
メ
ダ
ル
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
日
本
女
子
代
表
監
督
を
務
め
、
現
在
は
ル

ネ
サ
ス
高
崎
の
総
監
督
を
務
め
る
と
と
も
に

日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
常
任
理
事
と
し

て
競
技
の
普
及
に
奔
走
し
て
い
る
、
宇
津
木

妙
子
さ
ん
に
よ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。（
担
当
・
生
涯
学
習
課
）

19
日
は
、
身
延
町
総
合
文
化
会
館
に
お
い

て
「
夢
と
人
生
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ

れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
対
す
る
情
熱
が
は
じ

ま
っ
た
の
は
高
校
時
代
か
ら
と
振
り
返
り
、

現
在
で
も
毎
日
腹
筋
５
０
０
回
や
１
時
間
の

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
ノ
ル
マ
に
、
30
数
年
間
走
り

続
け
て
い
る
自
身
の
経
験
に
基
づ
き
、
人
の

原
点
、
出
会
い
、
努
力
、
前
進
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
夢
を
叶
え
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、

そ
の
た
め
に
は
「
で
き
る
ふ
り
、
分
か
っ
た

ふ
り
は
禁
物
」
な
ど
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

20
日
は
、
宇
津
木
総
監
督
に
、
ル
ネ
サ
ス

高
崎
の
上う

え

野の

由
岐
子

ゆ

き

こ

投
手
、
乾

い
ぬ
い

絵
美

え

み

捕
手
、

鈴す
ず

木き

英
都
巴

え

と

は

選
手
の
３
選
手
が
加
わ
り
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
実
技
講
習
会
が
下
山
小
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

下
部
中
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
を
は
じ

め
、
身
延
高
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
な
ど
町

内
外
か
ら
約
80
人
が
講
習
会
に
参
加
。
小
中

学
生
を
宇
津
木
総
監
督
が
指
導
、
高
校
生
以

上
を
３
選
手
が
指
導
し
な
が
ら
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
基
本
を
は
じ
め
、
ル
ネ
サ
ス
高
崎
の

練
習
方
法
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

小
中
学
生
の
指
導
で
は
、
ま
ず
監
督
か
ら

盧
大
き
な
返
事
、
盪
か
け
足
、
蘯
監
督
の

目
を
見
る
、
と
い
う
３
つ
の
約
束
を
交
わ
し

て
か
ら
練
習
が
ス
タ
ー
ト
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
一
番
の
基
本
と
し
、

指
先
で
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
こ
と
、
グ
ロ
ー
ブ

の
中
心
で
ボ
ー
ル
を
捕
る
こ
と
（
ア
ミ
で
は

捕
ら
な
い
）
な
ど
か
ら
、
シ
ョ
ー
ト
バ
ウ
ン

ド
の
捕
り
方
や
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

世
界
最
速
１
１
７
キ
ロ
の
上
野
投
手
に
よ
る

ピ
ッ
チ
ン
グ
を
体
感
、
そ
の
ほ
か
サ
イ
ン
会
、

記
念
撮
影
な
ど
で
監
督
や
選
手
と
の
ふ
れ
あ

う
機
会
も
も
た
れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
は

大
成
功
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

町
民
予
算
提
案
事
業
は
、
町
民
税
の

１
％
の
使
い
道
を
町
民
の
方
か
ら
提
案

し
て
も
ら
い
、
検
討
委
員
会
で
の
選
考

を
経
て
、
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
は
身
延
町
を
知
ろ
う
！

「
ふ
れ
あ
い
小
さ
な
旅
」（
担
当
・
観
光
課
）

と
題
し
て
下
部
・
中
富
・
身
延
の
３
コ

ー
ス
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
変
好

評
で
19
年
度
も
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
は
、

世
界
レ
ベ
ル
を
体
感
し
自
身
の
技
術
向

上
や
心
身
の
発
達
等
を
目
的
に
平
成
19

年
度
第
１
回
目
の
事
業
と
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

最初に「選手たちの成功は一生懸命努力したからこそ、
３時間という短い時間ですが、ソフトボールと一緒に
生き方も学んでもらえれば」と話されました。

宇
津
木
総
監
督
と
最
初
に

３
つ
の
約
束
を
交
わ
す

鈴
木
選
手
か
ら
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
の
指
導
を
受
け
る
下

部
中
女
子
ソ
フ
ト
部

町
民
予
算
提
案
事
業

上野投手の投球デモンス
トレーションで世界レベ
ルを体感

乾捕手にキャッチング
からスローイングまで
の指導を受ける参加者


